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そ
の
間
題
点
を
さ
ぐ
っ
て

1｛

田谷

　
水
と
汰
’
陽
の
季
節
！
三
浦
半
島
に
開
い
た
「
国
保
海
の
家
」
は
な

か
な
か
盛
況
で
す
。

　
区
の
国
保
事
業
も
昭
和
34
年
発
足
以
来
六
年
目
を
迎
え
、
給
付

の
改
善
の
ほ
か
に
こ
の
よ
う
な
施
設
や
成
人
病
予
防
対
策
な
ど
、

か
な
り
意
欲
的
に
手
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
う
話
ば
か
り
で
し
た
ら
よ
い
の
で
す
が
、
何
と
い
っ
て

も
気
が
か
り
な
の
は
保
険
料
の
値
上
げ
の
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と

が
問
題
に
な
っ
た
時
は
、
都
民
は
強
い
不
満
を
持
っ
て
お
り
ま
し

た
し
、
二
十
三
区
の
区
長
や
区
議
会
も
一
斉
に
反
対
し
、
値
上
げ

は
一
応
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
さ
い
、
国
保
の
現
状
と

問
題
点
に
，
つ
い
て
考
え
て
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
区
の
国
保
予
算
は
、
約
一
三
億
三
、
○
○
○
万
円
で
、

前
年
度
比
一
・
六
倍
強
と
い
う
い
ま
ま
で
に
な
い
ふ
く
ら
み
か
た

で
す
。

　
ふ
く
ら
ん
だ
大
き
な
原
因
は
、
七
割
給
付
と
医
療
費
値
上
げ
で

す
が
、
こ
の
ほ
か
、
加
入
者
の
医
者
に
か
か
る
回
数
の
増
加
や
、

高
価
薬
が
保
険
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

す
。　
厚
生
省
が
ま
と
め
た
39
年
度
決
算
見
込
で
は
、
全
国
の
国
保
実

施
市
町
村
の
う
ち
半
分
が
赤
字
を
出
し
て
お
り
、
四
割
近
い
市
町

村
が
一
人
当
り
二
、
○
○
○
円
以
上
の
保
険
料
値
上
げ
を
計
画
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
世
田
谷
区
な
ど
特
別
区
の
場
合
は
、
東
京
都
が
「
東
京
都
国
民

健
康
保
険
事
業
調
整
条
例
」
を
設
け
て
、
給
付
内
容
や
保
険
料
率

を
統
一
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
各
区
の
国
保
事
業
は
、

一
定
の
保
険
料
と
国
庫
支
出
金
を
合
わ
せ
て
足
り
な
い
分
を
都
支

出
金
で
補
う
と
い
う
仕
組
み
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
赤

字
分
は
そ
の
ま
ま
都
の
負
担
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
世
田
谷
区
の
国
保
加
入
者
は
約
一
四
万
人
（
五
万
世
帯
）

で
す
が
、
こ
の
う
ち
保
険
料
の
減
額
対
象
と
な
る
年
収
九
万
円
以

下
の
人
が
約
二
割
も
あ
り
ま
す
。
本
来
国
民
健
康
保
険
は
、
働
い

て
い
る
人
な
ら
大
低
入
っ
て
い
る
職
場
の
健
康
保
険
か
ら
ハ
ミ
出

た
人
た
ち
を
対
象
に
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
収
入
の
低

い
人
や
老
人
が
多
い
わ
け
で
す
。

　
物
価
が
年
年
上
昇
を
続
け
て
い
る
現
在
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の

保
険
料
を
上
げ
る
こ
と
は
酷
な
話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
給
付
の
改
善
を
お
し
進
め
て
い
く
に
は
、
国
が
財
政
上
の
面
倒

を
見
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
く
る
わ
け
で
、
自
治
体
が
赤
字
に

悩
ん
だ
り
、
保
険
料
値
上
げ
を
行
な
う
の
は
、
国
が
当
然
は
た
す

べ
き
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
云
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
区
議
会
と
し
て
強
く
主
張
し
た
い
こ
と
は
、
都
は
保
険

料
値
上
げ
を
考
え
る
前
に
、
当
然
の
要
求
と
し
て
国
庵
補
助
の
増

に
努
力
を
払
う
ぺ
き
で
あ
り
、
国
も
、
当
然
負
担
す
ぺ
き
金
を
出

し
て
、
自
治
体
や
住
民
に
不
安
を
抱
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
医
療
保
険
制
度
全
体
に
つ
い
て
も
、
一
日
も
早
く
前
向
き

の
施
策
を
う
ち
だ
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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勾
直
接
、
蝦
鑑
野
正
案
を
審
議

　
第
一
回
臨
時
会
は
、
住
民
か
ら
出
さ
れ
た

議
員
報
酬
改
正
条
例
案
を
審
議
す
る
た
め
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
案
は
、
島
田
重
吉
氏
（
上
北
沢

○
軽
自
動
車
税
の
税
額
を
、
三
、
○
○
○
円

か
ら
四
、
五
〇
〇
円
に
引
上
げ
る
も
の
で
す
。

●
旧
鳥
山
小
学
校
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
の

専
決
処
分
を
承
認
（
全
員
賛
成
）

　
国
に
用
地
の
払
下
を
申
講
し
て
い
ま
し
た

が
、
4
月
20
日
契
約
に
よ
り
買
収
し
た
。

場
所
－
世
田
谷
区
鳥
山
町
六
二
四
番
　
二

土
地
－
五
、
五
八
九
二
．
二
平
方
㍍
（
宅
地
）

へ
一
・
六
九
〇
・
七
一
坪
）
買
収
金
額
1
七
、

七
六
五
万
四
、
四
〇
〇
円

（
平
方
㍍
当
り
　
約
一
万
三
、
八
九
四
円
）

へ
坪
　
　
当
り
　
約
四
万
五
、
九
三
〇
円
）

町
ニ
ノ
五
六
九
）
を
代
表
者
と
し
て
一
万
七

干
余
の
有
効
署
名
を
集
め
て
出
さ
れ
た
も
の

で
、
昨
年
9
月
に
引
h
げ
た
議
員
報
酬
額
（

一
般
議
員
一
〇
万
円
）
を
引
と
げ
前
の
額
へ

一
般
議
員
六
万
円
）
に
戻
す
こ
と
が
内
容
で

す
。　
区
霰
会
は
、
お
お
ぜ
い
の
傍
聴
者
が
つ
め

か
け
た
中
で
、
区
長
、
報
酬
改
正
を
答
申
し

た
当
時
の
審
議
会
会
長
、
講
求
代
表
者
な
ど

の
意
見
を
参
考
に
審
議
を
重
ね
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
こ
の
条
例
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

　
反
対
、
賛
成
意
見
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

反
対
の
意
見

○
客
観
的
立
場
の
審
議
会
答
申
を
も
と
に
、

慎
重
に
審
議
し
て
、
報
酬
を
決
め
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

○
住
民
福
祉
の
向
上
に
十
分
働
き
得
る
報
酬

が
、
保
障
さ
れ
る
こ
と
は
、
働
く
者
の
代
表

を
議
会
に
送
り
込
む
条
件
と
も
な
る
と
考
え

ま
す
。

賛
成
の
意
見

○
報
酬
は
、
議
会
で
自
主
的
に
決
め
る
も
の

で
、
特
定
の
少
数
者
に
よ
る
審
議
会
で
、
そ

の
妥
当
性
を
求
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
ま

す
。○
議
会
は
、
住
民
の
要
望
す
る
福
祉
の
向
上

に
、
応
え
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。〔
条
例
制
定
改
廃
の
直
接
請
求
と
は
〕

議
会
が
条
例
制
定
改
廃
の
権
限
を
適
切
に
行

わ
な
い
と
認
め
た
と
き
、
住
民
が
議
会
に
対

し
て
直
接
条
例
の
発
案
を
す
る
も
の
で
、
直

接
行
政
に
参
加
す
る
地
方
自
治
の
基
本
的
権

利
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
世
田
谷
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部
改
正
の

専
決
処
分
を
承
認
（
賛
成
多
数
）

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
れ

に
関
係
あ
る
特
別
区
税
条
例
の
改
正
で
、
こ

の
お
も
な
改
正
点
は
、

○
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
、
寡
婦
の

免
税
点
を
二
〇
万
円
か
ら
二
二
万
円
に
引
上

げ
る
。

　
　
　
　
議
会
役
員
を
改
選

　
第
二
回
臨
時
会
で
、
正
・
副
議
長
、
議
員

選
出
監
査
委
員
が
辞
任
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
と
お
り
後
任
を
選
び
ま
し
た
。

　
な
お
、
区
の
組
織
に
対
応
し
、
委
員
会
構

成
も
次
ぺ
ー
ジ
の
よ
う
に
新
し
く
く
み
か
え

て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
議
長
、
副
議
長

　
　
議
　
畏
－
笠
原
吉
五
郎
へ
自
）

　
　
副
議
長
－
星
　
照
　
次
（
自
）

●
監
査
委
員

　
　
横
山
浩
（
自
）
　
足
立
文
夫
（
社
）

●
新
し
い
住
居
表
示
の
実
施
区
域
（
全
員
賛
成
）

　
池
尻
町
・
三
宿
町
・
太
子
堂
町
・
三
軒
茶

屋
町
・
下
代
田
町
・
下
馬
町
一
丁
目
の
各
一

部
を
、
新
し
く
池
尻
一
～
三
丁
目
二
二
宿
一
、

二
丁
目
、
太
子
堂
一
～
五
丁
目
と
し
、
9
月

15

日
か
ら
実
施
。

般
会
計
補
正
予
算
第
二
次
な
ど
二
十
一
件
を
可
決

●
昭
和
40
年
度
【
般
会
計
補
正
予
算
第
二
次

費
戌
多
数
）
及
び
質
屋
事
業
会
計
補
正
予
算
第

一
次
（
賛
戌
含
員
）
を
可
決

　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
生
業
資
金

貸
付
事
業
の
経
費
と
し
て
↓
、
八
五
一
万
四
、

○
○
○
円
、
河
川
の
維
持
修
繕
及
び
蛇
崩
川

な
ど
六
ヵ
所
の
ど
ろ
さ
ら
い
の
経
費
と
し
て

六
二
三
万
四
、
○
○
○
円
、
鳥
山
川
な
ど
八

ヵ
所
の
改
良
工
事
費
と
し
て
一
、
五
五
〇
万
円

で
こ
れ
ら
を
合
せ
る
と
四
、
二
〇
一
万
円
と

な
り
、
す
で
に
計
上
さ
れ
て
い
る
額
と
の
合

計
は
七
五
億
三
、
一
五
七
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
債
務
負
担
行
為
と
し
て
三
、
九
六
九

万
円
が
別
に
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
質
屋
事
業
会
計
の
補
正
額
は
一
四
八

万
六
、
○
○
○
円
で
、
す
で
に
計
上
さ
れ
て

い
る
予
算
と
合
わ
せ
る
と
五
、
七
四
四
万
六
、

○
○
○
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
い
ま
ま

で
区
は
公
益
質
屋
を
運
営
す
る
た
め
七
四
三

万
円
を
都
か
ら
一
時
借
り
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
五
ヵ
年
計
画
で
返
還
す
る
も
の
で

す
。

纏
鱒
鷺
ぎ
め
嚢
出

の
予
算
外
で
計
h
し
、
そ
の
債
務
を
負
担
す

る
こ
と
を
約
束
す
る
行
為
。

●
区
立
林
間
学
園
用
地
の
取
得
が
可
決
職
強

　
区
営
の
林
間
学
園
を
建
設
す
る
用
地
と
し

て
取
得
す
る
も
の
。

場
所
ー
山
梨
県
南
都
留
郡
河
口
湖
町
大
石
掌

湖
中
二
、
五
八
五
番
地
、
土
地
－
一
万
二
、

九
八
○
平
方
メ
ー
ト
ル
ヘ
約
三
、
九
二
六
坪
）

買
収
金
額
－
五
、
一
〇
四
万
三
、
五
九
〇
円

●
区
立
総
合
蓮
動
場
体
育
館
電
気
設
備
工
事

の
諭
負
契
約
が
可
決
へ
賛
成
全
員
）

　
大
蔵
町
の
総
合
運
動
場
内
に
建
設
し
て
い

る
体
育
館
の
電
気
設
備
工
事
を
す
る
も
の
。

工
費
ー
四
、
四
一
六
万
円
、
契
約
の
相
手
方

－
日
本
電
設
工
業
株
式
会
社
、
工
期
－
昭
和

41

年
3
月
30
日
。

●
花
見
堂
小
学
校
屋
体
、
プ
ー
ル
併
設
の
請

負
契
約
が
可
決
へ
賛
成
全
員
）

　
区
立
花
見
堂
小
学
校
は
校
地
が
狭
い
た
め
、

屋
内
体
育
館
と
プ
ー
ル
を
併
設
し
、
士
地
を

効
率
的
に
使
う
た
め
の
も
の
。
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
拾
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
二
階
建
、

延
一
、
三
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
余
へ
約
三
九

七
坪
）

エ
費
－
三
、
二
九
・
万
円
、
駕
隔
手
方

1
太
平
建
設
株
式
会
社
、
工
期
－
契
約
の
日

よ
り
二
三
〇
日
。

●
職
員
住
宅
の
請
負
契
約
が
可
決
へ
賛
成
全
員
）

　
区
の
施
設
に
勤
務
す
る
教
職
員
の
た
め
の

住
宅
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
六
階
建

て
、
延
三
、
五
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
余
（
約

一
、
〇
七
七
坪
）
工
費
－
八
、
八
二
〇
万
円

契
約
の
相
手
方
－
林
工
業
株
式
会
社
、
完
成

予
定
ー
第
一
期
昭
和
41
年
3
月
20
日
、
第
二

期
昭
和
4
1
年
n
月
30
日
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ
ん
を
決
定

　
へ
賛
成
多
数
）

　
、
関
口
六
郎
へ
79
才
）
松
原
町
五
の
五
六
の
一
〇

　
島
田
昌
勢
　
〔
71
才
）
成
城
町
四
〇
三

　
島
津
久
子
へ
66
才
）
若
林
町
四
二
一

　
山
口
進
太
郎
（
58
才
）
太
子
堂
町
五
〇

　
赤
坂
正
男
へ
50
才
）
喜
多
見
町
一
二
三
四

　
武
田
治
恵
へ
49
才
）
世
田
谷
三
の
二
〇
七
九

●
世
田
谷
区
特
別
区
税
〔
賛
成
多
数
）

　
条
例
の
『
部
が
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
区
税
条

例
の
付
則
の
一
部
が
昭
和
4
3
年
度
ま
で
一
時

改
正
さ
れ
る
も
の
。

●
重
複
認
定
道
路
の
管
理
協
定
が
可
決
へ
繍
堅

　
本
年
4
月
都
道
が
大
幅
に
区
へ
移
管
に
な

っ
た
こ
と
に
伴
い
、
世
田
谷
区
と
目
黒
区
、

大
田
区
、
杉
並
区
と
の
区
境
で
重
複
認
定
を

し
た
道
路
の
管
理
に
つ
い
て
協
定
す
る
も
の
。

世
田
谷
区
長
の
管
理
す
る
区
域
－
下
馬
町
二

丁
目
一
濫
地
先
ほ
か
七
ヵ
所
、
総
延
長
四
、

四
〇
一
メ
ー
ト
ル
、
総
面
積
二
万
三
、
六
四

四
平
方
メ
ー
ト
ル
。

目
黒
区
長
の
管
理
す
る
区
域
－
下
馬
町
二
丁

目
七
六
番
地
先
ほ
か
四
ヵ
所
、
総
延
長
五
〇

一
・
四
メ
ー
ト
ル
。
総
面
積
二
、
三
三
六
・

九
平
方
メ
ー
ト
ル
。

な
お
大
田
区
長
、
杉
並
区
長
の
管
理
す
る
区

域
は
な
し
。

●
新
た
に
認
定
し
た
区
道
へ
賛
成
翁
員
）

所　　　在　　　地 延 長（米）

北沢1丁目412～417 65・80
代沢1丁目88 234・80

代沢2丁目112～165 622・20

世田谷5丁目2824 131・40

上馬田丁3丁目1031～1034 324・20

新町2丁目335～256 91・50

玉川用賀町3丁目10 695・58

玉川上野毛町77～78 185・40

喜多見町118 164・50

祖師谷2丁目582 243・40

祖師谷2丁目708～713 147・00

，烏山町2016～2017 127・00

合　　　　　　　計 3032・78

2



8月1日世田谷区議会だより

塾
般
質
問

　
6
月
21
日
の
定
例
区
議
会
で
、
区
の
全
般

に
か
か
わ
り
の
あ
る
一
般
質
問
が
、
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
一
般
質
問
は
、
区
長
側
の
所
信
な
り

区
の
行
政
に
関
す
る
疑
義
を
た
だ
す
た
め
、

年
四
回
の
定
例
会
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
区
民
の
代
表
と
し
て
選
挙
さ
れ
、
区
の
行

政
に
た
ず
さ
わ
る
議
員
の
職
分
と
し
て
、
そ

の
と
き
ど
き
に
応
じ
て
た
ゆ
ま
ず
皆
さ
ん
の

期
待
に
答
え
る
つ
と
め
を
果
た
す
よ
う
、
活

発
に
論
義
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
質
問
・
答
弁
の
あ
ら
ま
し
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

川
の
清
掃
吋
策
な
ど
そ
の
管
理
美
化
は
ど
う

か
。
学
’
　
）
食
セ
ン
タ
ー
方
式
、
近
代
的
合

理
的
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
一
括
衛
生
管
理
の
研

究
状
況
は
ど
う
か
。
日
脳
・
流
感
の
予
防
注

射
上
、
学
童
負
担
の
補
助
は
ど
う
か
。

　
区
長
・
部
長
・
教
育
長

公
費
配
分
の
点
か
ら
考
え
て
い
る
。
相
当
研

さ
ん
工
夫
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
専
門
的
診
断
を

受
け
案
を
た
て
た
い
。
給
食
セ
ン
タ
ー
は
も

う
少
し
研
究
を
重
ね
た
い
。
全
体
面
も
あ
わ

せ
考
え
、
補
助
方
向
に
も
っ
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
摩
川
汚
染
と
水
道
な
ら
び
に
カ
シ
ン
ベ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
病
に
つ
い
て
外
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
害
対
策
、
病
気
防
止
対
策
を
ど
う
た
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
か
。
国
・
都
・
区
道
の
維
持
管
理
体
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
改
善
の
対
策
を
ど
う
行
な
っ
て
い

土
木
行
政
お
よ
び
窓
ロ
事
務
に
つ
い
て
　
　
　
　
く
の
か
。

機
構
改
正
に
よ
り
簡
素
化
さ
れ
る
べ
き
事
務
　
　
　
区
長

が
、
ハ
ン
コ
行
政
化
し
、
復
雑
化
し
た
の
で
　
　
専
門
家
の
診
断
を
受
け
、
国
な
り
都
と
交
渉

は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
処
理
し
た
い
。
道
路
管
理
に
つ
き
、
三
者

　
現
場
優
先
・
充
実
を
は
か
る
べ
き
で
な
い
　
　
で
協
議
会
を
も
っ
て
や
っ
た
ら
と
考
え
て
い

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
各
窓
口
の
実
態
か
ら
公
僕
精
神
に
欠
け
る

面
あ
り
好
感
が
持
て
な
い
。
区
政
へ
の
不
信
　
　
譲
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
の
処
理
に

感
、
区
民
福
祉
へ
の
逆
行
で
は
な
い
か
。
　
　
　
つ
い
て

　
区
長
．
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
意
思
は
執
行
機
関
に
拘
束
力
を
も
つ
と

改
善
に
前
向
き
に
進
ん
で
行
き
た
い
。
部
内
　
　
　
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
一
例
と
し
て
、
給

の
み
で
も
調
整
し
た
い
。
接
遇
研
修
（
応
接
　
　
　
田
町
区
道
に
関
す
る
決
定
事
項
未
執
行
問
題

・
接
待
な
ど
の
講
習
）
を
実
施
中
、
さ
ら
に
　
　
　
の
理
由
は
ど
う
か
。

よ
く
研
究
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
論
と
し
て
、
拘
束
力
な
し
と
し
て
も
、

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
設
立
に
つ
い
て
外
四
件
　
　
　
十
分
尊
重
せ
ね
ば
な
ら
ん
と
考
え
ま
す
し
、

老
人
ホ
ー
ム
具
体
策
と
し
て
、
対
象
者
と
施
　
　
　
事
情
を
添
え
て
報
告
す
ぺ
き
こ
と
と
思
い
ま

設
定
員
の
関
係
か
ら
、
病
弱
な
病
人
を
一
定
　
　
　
す
。

期
間
収
容
運
営
し
て
は
ど
う
か
。
区
施
設
・

学
校
衛
生
環
境
、
空
気
汚
染
度
等
学
術
科
学
　
　
働
く
婦
人
を
主
と
し
て
の
乳
児
保
育
対
策
に

的
に
研
究
調
査
す
る
必
要
性
は
ど
う
か
。
河
　
　
　
つ
い
て

“
h
軸
軸
噸
賊
噸
h
喚
軸
』
軸
噸
軌
噛
軸
噸
ー
軸
軌
ー
軸
剛
軸
軸
、
噛
転
h
軸
噸
．
ー
軸
唖
軸
軸
隔
鞠
鞠
噸
靴
噸
噛
噛
ー
噺
陶
唖
輸
唾
㍉
噸
』
。
噸
噴
噸
軸
噛
軸
噸
軸
鞠
軸
喚
軸
軸
軸
軸
｛

還
顔
ラ
蘇
魏
⑫
響
購
灘
轟
艦
㎜

－
　
　
固
い
仕
事
が
多
い
の
で
体
に
毒
と
、
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廻
し
た
と
こ
ろ
で
都
合
よ
く
ボ
ー
ル
の
方
　
”

珊
　
睦
と
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
23
区
　
　
で
当
っ
て
く
れ
な
い
の
に
は
大
弱
り
。
　
　
川

朔
　
の
区
議
会
議
員
野
球
大
会
が
年
に
一
回
催
　
　
　
さ
て
戦
績
の
方
は
、
議
場
で
き
た
え
た
　
”

川
　
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麹
剤
を
ふ
り
し
ぽ
っ
て
の
野
次
も
空
し
く
　
”

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

”
　
日
頃
野
球
と
は
お
よ
そ
縁
の
な
い
人
た
　
　
ラ
グ
ビ
ー
並
み
の
大
差
で
敗
け
。
　
　
　
　
”

四
ち
の
集
ま
り
だ
け
に
、
チ
ー
ム
編
成
が
大
　
　
　
グ
ラ
ン
ド
を
引
揚
げ
る
時
の
選
手
の
顔
　
躍

”
　
変
。
こ
の
時
ば
か
り
は
立
場
を
か
え
て
部
　
　
は
、
ま
る
で
徹
夜
議
会
が
終
っ
た
あ
と
の
　
”

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

置
　
・
課
長
連
中
に
頭
を
下
げ
て
チ
ー
ム
に
入
　
　
よ
う
に
ゲ
ン
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

昂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

”
　
っ
て
貰
わ
な
け
れ
ば
試
合
の
恰
好
が
つ
か
　
　
　
「
ボ
ク
ラ
勉
強
が
忙
し
い
か
ら
野
球
は
　
’

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

∬
　
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
大
並
み
の
成
績
サ
一
は
変
な
負
け
惜
し
　
”

脚
い
ざ
蓉
姦
つ
て
か
ら
が
ま
た
大
騒
み
．
　
　
　
（
饗
子
）
…

r
ー
ー
ー
ー
ミ
ー
ー
ー
ー
噸
軸
ー
ー
ー
§
旨
軌
ミ
ー
ー
ー
』
ー
…
ミ
ー
軸
ー
ー
ー
ー
噸
ー
軌
ー
」

区
立
保
育
園
に
お
け
る
乳
児
保
｛
　
オ
い
ろ
、

乳
児
園
等
専
門
の
乳
児
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

　
区
長

健
全
な
母
子
の
関
係
よ
り
零
歳
保
育
の
踏
み

切
り
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
も
っ
と
時
間

を
か
け
て
調
査
い
た
し
た
い
。

青
少
年
対
策
の
基
本
方
針
お
よ
び
こ
れ
に
関

連
す
る
間
題
に
つ
い
て

青
少
年
対
策
に
お
け
る
国
の
政
治
の
不
在
お

よ
び
区
長
の
青
少
年
に
対
す
る
積
極
的
施
策

の
一
端
、
ま
た
勤
労
青
少
年
の
社
会
教
育
活

動
の
指
導
方
針
は
ど
う
か
。

　
区
長

政
治
は
、
国
民
の
欲
す
る
も
の
を
充
足
す
る

こ
と
に
努
力
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
散
場
所

（
一
例
総
合
運
動
場
）
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

野
毛
町
都
営
住
宅
跡
の
管
理
に
つ
い
て
外
二

件公
園
に
な
る
と
い
っ
て
立
ち
退
か
せ
た
が
草

ボ
ウ
ボ
ウ
で
放
置
さ
れ
、
物
騒
で
危
険
で
は

な
い
か
。

空
前
の
都
議
会
汚
職
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る

か
。
都
知
事
辞
職
を
ど
う
考
え
る
か
。
事
務

移
管
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
財

政
権
に
つ
い
て
も
こ
な
せ
た
か
ど
う
か
。

　
区
長

公
園
所
管
を
督
励
し
て
、
処
置
し
た
い
。
都

議
会
は
、
人
心
い
ま
だ
あ
ら
た
ま
ら
ず
、
知

事
の
こ
と
は
、
お
答
え
い
た
し
か
ね
る
。
財

政
調
整
に
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
で
期

待
に
匁
・
え
た
い
。

”v

）

常
任
委
員
会
と

特
別
委
員
会
の
く
み
た
て

　
　
　
　
　
住
居
表
示
特
別
委
員
会
は
な
く
な
り
、
新
た

　
区
議
会
に
は
、
常
任
委
員
会
と
特
別
委
員

会
と
が
あ
り
ま
す
が
、
5
月
28
日
の
第
二
回

　
　
裁

　
　
慧

　
　
讐

　
　
譲

　
　
譲

　
　
隣

　
　
孫

　
　
辮

　
　
轡

　
　
擬
鶉

　
　
欝
雌

　
　
灘
讐

　
　
蕪
囎

　
　
欝
⑰

会
駆
そ
邑

員
甥
齢

委
嵐
寒

任
駿
嫌

常
儲
本

●
舗
肱

臨
時
会
で
、
六
つ
の
常
任
委
員
会
は
四
つ
に
、

委口会別 総　携　　財　政 摩　生　繕　　済 建　　　　　　設 文　　　　　　教

総務部・税務軽理

受持皐項
部に関する事項並
ぴに他の委貝会に

区民部及ぴ彫生部
に閲する事項

土木部及ぴ建築部
に関する事項

教育委貝会に閲
する事項

輌しない嘔項

委艮長 門杵 一郎（ギ1） 中村大古（自） 戸田電智（公） ノ』・嵩哲郎（自）

晶II要貝長 細川宗源（rD 石塚　　玄（白〉 松原知治（自） 掘山正二〔自）
〃 佐榛正男（杜） 山田俊　一（杜） 松本金次郎（共〉 西村　多言（公）

委　　　貝 笠原吉五郎（自〉 石井欽三（自） 山口正光（自〉 脹腸ナツ子（自）

亀井皿光（自） 菅沼元治（自） 横山　　浩（自） 佐礫　　順（自）
星　　照次（自） 甲府方誠　一（自） 広i頼猛夫（白） 大　干代．f；（自）

高橋政見（自） 小山雄央（自） 鎌田鍬太郎（自1 岩城庄太郎（自）

渡辺　　亘（自） 鈴木新卜郎（社） 大高定左右（白〉 足立文夫（社）
竹田　　茂（社） 佐々木康祐（公） 相沢　　嬰（社〉 森田　キ　ミ（杜）

野地轡久次（公） 門田凸子（共） 志茂京予（社） 川村正治（共）
迫田事雄（公） 武井留治〔公）
中田史郎（共）

に
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
な

ど
、
そ
の
“
く
み
た
て
”
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の

姦
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
審
　
爪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党

　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産

　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
認
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党

　
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明

　
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛮

　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

　
す
　
査
　
調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党

　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
る
　
あ
　
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社

　
審
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠

員
攣
　
　
　
　
　
　
　
　
回

委
騨
　
　
　
　
　
　
　
師

り
会
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ロ
カ
　
ロ

特
総
　
　
　
　
　
　
　
鴨

●
欝
委q会名 交　通　　対　　策 特別区制調征 総舎グランド．建設 庁　　舎　建　　1【史

審糧裏項

1．区内道路の交通
安全対策について
2，区内交通機関対

区長公選制の槻活
を主軸とする特別
区の自治権拡充に

総合グランドの建
設について

循二庁舎及び玉
川・砧庁舎会館
建設について

策について ついて

委貝長 森田キ　ミ（社） 門田昌チ（共） 大　干代r・（自） 武井留治（公）

副委貝長 侶．藤　　順（ド1） 藤島ナツ予（自） 大商定左右（自） 鎌田鍬太郎（白）

迫田験雄（公） 、忘茂駅F（社） 川村正治（共） 佐々木廠祐（公）

委　　　貝 横山　　浩（卜’1〉 笹原盲五郎（自〉 松原知治（自） 亀序重光（自）
商橋政見（自） 山口正光（自） 梶山正二（自） 中村大吉（白〉
石井欽　■（自） 細川宗源（自） 星　　照次（自） 小勘暫郎（自）
岩城庄太郎（ド1） 門井 ・郎（自） 石塚　　玄（自） 甲府方誠・一（自〉

菅沼元治（rI♪ 広瀬猛丸（自） 足立文夫（社） 小山雄央（自）
濃辺　　卜｛（自） 竹田　　茂（杜〉 山田俊　一（杜） 佐藤正男（社）
相沢　　要（桂） 西村多吉〔公） 野地勝久次（公） 鈴塞新卜・郎〔社）

戸田肱智（公） 中田　史郎（共）

松本金次郎（共）

3

　
　
　
つ

た
曜
闘
厚
区
内
ε
．

円

㌶曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ば
こ
の
消
曲
買
税
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
の
財
源
に
な
り
ま
す

　
　
　
日
本
専
売
ん
表
③



8月1日世田谷区議会だより

　　　　　　　P

　
5
月
2
8
日
の
臨
時
会
と
6
月
2
8
日
の
定
例

会
で
、
各
委
員
会
の
審
査
を
終
わ
っ
た
も
の

六
十
六
件
が
次
の
と
お
り
議
決
に
な
り
ま
し

た
。　
な
お
、
結
論
の
出
な
か
っ
た
も
の
十
九
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
閉
会
中
に
審
査
を

し
て
結
論
を
出
す
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
回
臨
時
会
議
決
分

　
総
務
委
員
会
処
理
分

●
ア
メ
リ
カ
原
子
力
潜
水
艦
の
日
本
寄
港
反

対
に
関
す
る
請
願
　
十
件

●
F
鵬
D
水
爆
機
横
旧
基
地
配
備
阻
止
に
関

す
る
請
願
　
三
件

●
米
原
子
力
潜
水
艦
日
本
寄
港
反
対
F
既
D

水
爆
戦
闘
爆
撃
機
配
澗
撤
去
決
議
に
関
す
る

請
願
●
第
九
回
世
田
谷
母
親
大
会
決
繊
の
総
務
部

門
に
関
す
る
請
願

－
以
ヒ
十
五
件
意
見
付
採
択
ー

　
ヘ
意
見
）
　
請
願
の
趣
旨
は
今
後
必
要
に

　
応
じ
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。
決
識
に
つ

　
い
で
は
繊
会
の
意
見
統
一
を
は
か
っ
た
h

　
で
処
理
し
た
い
。

●
低
所
得
者
の
生
活
を
守
る
た
め
の
決
議
を

要
請
す
る
講
願
－
採
択
－

　
公
共
料
金
、
米
価
偵
L
げ
反
対
に
関
す
る
件

●
日
中
国
交
同
復
に
関
す
る
請
願
－
採
択
－

　
財
政
委
員
会
処
理
分

●
嵩
物
価
と
敵
税
反
対
、
国
民
の
生
活
と
権

利
を
守
る
請
願
－
採
択
1

　
所
得
税
の
基
礎
控
除
を
大
幅
に
引
L
げ
る

　
件
　
個
人
嵐
業
税
を
撤
廃
し
区
民
税
の
控
除
額

　
を
所
得
税
な
み
に
引
ヒ
げ
る
件

　
固
定
資
産
税
の
引
ヒ
げ
を
撤
廃
す
る
件

●
建
設
工
事
単
価
是
正
に
関
す
る
陳
情
ー
採

択
1
●
課
税
台
帳
閲
覧
拒
否
を
要
請
す
る
請
願
、

外
一
件
－
不
採
択
1

●
入
場
税
撤
廃
の
決
議
に
つ
い
て
の
請
願

1
意
見
付
採
択
ー

　
ヘ
意
見
）
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
を

　
対
疎
に
し
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

　
厚
生
委
員
会
処
理
分

●
福
祉
施
設
・
児
童
会
館
建
設
に
関
す
る
請

願
〔
世
田
谷
二
丁
目
）
1
採
択
ー

●
夜
間
保
育
等
に
関
す
る
請
願
　
二
件
ー
意

児
付
採
択
ー

　
ヘ
意
見
）
　
夜
問
保
育
の
必
要
性
は
十
分

　
認
識
し
て
い
る
が
、
保
母
の
定
数
基
準
等

　
国
の
段
階
に
お
い
て
解
決
を
必
要
と
す
る

　
の
で
こ
れ
が
実
現
に
努
力
し
た
い
。

●
歩
行
障
害
者
専
用
自
動
車
教
習
所
設
置
に

関
す
る
請
願
－
意
見
付
採
択
ー

　
〔
意
見
ノ
　
趣
旨
を
了
と
す
る
も
総
合
グ

　
ラ
ン
ド
内
に
実
現
困
難
で
あ
る
。
郁
に
お

　
い
て
施
設
設
置
の
時
は
当
区
に
誘
致
す
る

　
よ
う
努
力
す
る
。

●
君
護
制
度
改
正
に
関
す
る
請
願
ー
意
見
付

採
択
1

　
〔
意
見
）
　
医
療
ヘ
ル
パ
ー
制
度
に
つ
い

　
て
は
現
時
点
で
は
立
法
措
置
を
と
ら
れ
る

　
柵
勢
に
な
い
が
、
医
療
水
準
の
低
下
を
防

　
止
し
、
あ
わ
せ
て
看
穫
婦
の
身
分
保
障
、

　
待
遇
改
普
等
制
度
の
改
善
を
は
か
る
よ
う

　
努
力
す
る
。

●
児
竜
遊
園
地
と
福
祉
会
館
建
設
に
関
す
る

請
願
－
意
見
付
採
択
ー

　
福
祉
会
館
建
設
に
関
す
る
件
　
　
へ
深
沢
町

　
一
丁
目
）

　
（
意
見
）
　
深
沢
地
区
の
福
祉
会
館
建
設

　
に
つ
い
て
は
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
建

　
設
計
両
を
慎
噴
に
検
討
す
る
。

禽画

こ
れ
は
、
い
ま
ま
で
に
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
意
見
、
希
望
な
ど
を
集
録
し
た
も
の
で
す
。

「
区
議
会
の
模
様
を
具
体
的
に
知
ら
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
。

「
各
党
区
議
会
議
員
の
本
会
議
及
び
委
員
会
等

出
席
す
べ
き
会
議
に
対
す
る
出
欠
の
一
覧
表
を

の
せ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
議
題
に
対
す
る
簡
単

な
賛
成
、
反
対
意
見
を
ま
と
め
て
知
ら
せ
て
ほ

し
い
口
「
都
合
の
よ
い
こ
と
ば
か
り
報
じ
な
い
で
、
だ

ら
し
な
い
区
議
会
議
員
や
金
ば
か
り
取
り
た
が

る
役
員
を
ど
し
ど
し
と
り
あ
げ
て
書
い
て
下
さ

い
凶「
県
庁
の
公
報
や
ど
こ
の
議
会
だ
よ
り
も
良
質

の
紙
で
あ
り
二
色
ず
り
で
も
っ
た
い
な
い
。
紙

の
質
や
色
で
読
ま
せ
る
時
代
で
は
な
い
編
集
と

内
容
で
あ
ゑ

「
可
決
し
た
請
願
、
陳
情
も
必
要
だ
ろ
う
が
、

採
択
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
そ
の
理
由
も
記
事

に
す
べ
き
で
あ
る
」
。

「
綴
じ
て
保
管
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
凶

　
以
上
の
ご
意
見
が
と
ど
き
ま
し
た
。
で
き
る

か
ぎ
り
趣
旨
を
く
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
紙
面
の
関
係
で
広
い
場
所
を
と
れ
ま
せ
ん
が
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
、
ご
意
見
、
ご
感
想
を
「
ひ

ろ
ば
」
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
区
政
、
区
議
会
活
動
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
、

ご
自
由
に
お
よ
せ
下
さ
い
。

　
あ
て
先
－
世
田
谷
区
世
田
谷
一
の
九
九
三

　
　
　
　
　
　
　
世
田
谷
区
議
会
事
務
局

秘

●
商
物
価
と
重
税
反
対
、
国
民
の
生
活
と
権

　
利
を
守
る
請
願
－
意
見
付
採
択
－

　
保
育
料
の
値
上
げ
反
対
に
関
す
る
件

●
低
所
得
者
の
生
活
を
守
る
た
め
の
決
繊
を

要
請
す
る
請
願
－
採
択
－

　
民
生
委
員
制
度
を
民
主
化
し
公
選
を
寒
現

　
す
る
件

　
法
外
援
績
費
の
大
巾
増
額
に
関
す
る
件

　
生
活
保
護
基
準
の
二
．
倍
引
k
げ
に
関
す
る

　
件
　
医
療
費
の
値
ヒ
げ
反
対
に
関
す
る
件

　
ボ
ー
ナ
ス
の
収
入
認
定
反
対
に
関
す
る
件

　
〔
意
児
）
　
趣
旨
を
十
分
尊
遺
し
郁
に
要

　
望
し
て
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
区
立
保
育
園
施
設
に
勤
務
す
る
職
員
の
労

働
条
件
の
改
善
及
び
定
数
拡
大
と
老
朽
施
設

改
善
に
関
す
る
請
願
－
意
見
付
採
択
ー

　
ヘ
意
見
）
　
願
意
を
十
分
淳
眞
し
、
区
に

　
お
い
て
解
決
で
き
る
問
題
に
つ
い
て
は
積

　
極
的
に
取
り
ヒ
げ
実
現
に
努
力
し
た
い
。

　
建
設
委
員
会
処
理
分

●
通
学
区
道
を
守
る
請
願
へ
給
田
町
）
1
採
択
1

●
道
路
舗
装
に
関
す
る
講
願
三
件
（
玉
川
等

々
力
町
＝
．
ノ
ニ
八
外
×
深
沢
一
ノ
五
～
八
）

（
新
町
一
ノ
一
〇
）
1
採
択
1

●
成
城
町
区
域
の
道
路
整
備
に
つ
い
で
の
講

願
－
採
択
1

●
道
路
中
級
硬
質
舗
装
に
関
す
る
譜
願
〔
世

田
律
三
ノ
ニ
壬
三
3
i
採
択
1

●
道
路
舗
装
並
び
に
側
溝
敷
設
に
関
す
る
請

願
へ
池
尻
町
五
一
五
番
地
先
）
ー
採
択
1

●
放
射
四
号
線
拡
幅
に
伴
う
三
軒
茶
屋
周
辺

の
市
街
整
備
に
関
す
る
請
願
－
意
見
付
採
択

　
へ
意
見
）
　
早
急
に
実
現
は
困
難
で
あ
る

　
が
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
失
対
事
業
に
働
く
老
齢
者
の
処
遇
に
関
す

る
講
願
－
意
見
付
採
択
－

　
失
対
事
裳
に
働
く
老
齢
者
（
六
十
五
才
以

　
k
）
に
記
念
品
を
贈
呈
す
る
件

　
（
意
見
）
　
願
意
に
沿
う
よ
う
研
究
努
力

　
し
た
い
。

●
失
対
労
務
者
の
賃
金
引
上
げ
に
関
す
る
請

願
－
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
　
区
独
自
の
措
置
は
で
き
な
い

　
が
、
賃
金
引
ヒ
げ
に
つ
い
て
は
そ
の
方
向

　
で
努
力
し
た
い
。

●
低
所
得
者
の
生
活
を
守
る
た
め
の
決
議
を

要
講
す
る
請
願
ー
意
見
付
採
択
ー

　
失
対
打
切
反
対
に
関
す
る
件

　
〔
意
見
）
　
請
願
の
趣
旨
は
丁
と
す
る
の

　
で
、
決
繊
に
つ
い
て
は
巌
会
の
意
思
統
一

　
後
検
討
努
力
し
た
い
。

●
児
童
遊
園
地
と
禰
祉
会
館
建
設
に
関
す
る

請
願
－
意
見
付
採
択
－

　
児
童
遊
園
地
建
設
に
関
す
る
件
（
深
沢
一

丁
目
）

　
（
意
見
）
　
こ
の
位
概
に
建
設
は
困
難
で

　
あ
る
が
、
施
設
建
設
の
均
衡
を
失
し
な
い

　
よ
う
付
近
に
考
慮
し
た
い
。

●
道
路
剛
質
中
級
舗
装
化
に
つ
い
て
の
請
願

【
成
城
町
）
1
意
見
付
採
択
ー

　
ヘ
意
見
）
　
都
道
で
あ
る
た
め
都
に
善
処

　
す
る
よ
う
要
請
し
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

　
し
た
い
。

●
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願
へ
廻
沢
町
）
1

意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
文
教
委
員
会
処
理
分

●
愛
の
鐘
設
置
に
関
す
る
請
願
－
取
下
承
認

●
学
童
交
通
擁
護
員
の
基
本
蝦
酬
引
h
げ
に

関
す
る
請
願
ー
取
下
承
認
1

●
昭
和
四
十
年
度
教
育
費
予
算
に
関
す
る
陳

情
－
採
択
1

●
青
少
年
対
策
予
算
計
ヒ
に
関
す
る
陳
情

－
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
　
今
後
十
分
検
討
し
可
能
な
範

　
囲
で
実
現
に
努
力
す
る
。

●
昭
和
四
十
年
度
の
教
育
予
算
に
つ
い
て
の

請
願
－
意
児
付
採
択
ー

　
ヘ
意
見
）
　
願
意
に
沿
う
よ
う
可
能
な
範

　
囲
で
実
現
に
努
力
し
た
い
。
な
お
現
行
法

　
令
等
制
約
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
将
来

　
研
究
し
実
現
の
方
向
で
努
力
し
、
特
に
父

　
兄
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
十
分
煎
敬
し

　
た
い
。

●
砧
ゴ
ル
フ
場
の
↓
部
に
祁
立
高
等
学
校
新

設
方
に
関
す
る
請
願
ー
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
　
都
立
高
校
の
増
設
に
つ
い
て

　
は
都
当
局
に
要
望
し
て
い
る
。
砧
ゴ
ル
フ

　
場
の
開
放
に
つ
い
ζ
は
都
・
区
民
の
憩
の

　
場
と
し
て
要
請
し
て
い
る
の
で
、
開
放
さ

　
れ
た
時
点
に
お
い
て
さ
ら
に
検
討
す
る
。

●
深
沢
中
学
校
校
舎
改
築
お
よ
び
環
境
整
備

に
関
す
る
請
願
ー
採
択
1

●
山
崎
小
学
校
校
舎
改
築
に
関
す
る
請
願

　
－
採
択
1

●
代
旧
小
学
校
講
堂
兼
屋
内
体
育
館
建
設
促

進
に
関
す
る
請
願
－
採
択
－

●
高
物
価
と
賦
税
反
対
、
国
民
の
生
活
と
握

利
を
守
る
請
願
－
採
択
－

　
教
育
費
の
父
兄
負
担
軽
減
の
件

　
交
通
対
策
特
別
委
員
会
処
理
分

●
東
急
新
玉
川
線
を
放
四
下
に
全
線
地
下
鉄

化
と
す
る
講
願
－
不
採
択
ー

　
特
別
区
制
調
査
特
別
委
員
会
処
理
分

●
区
長
選
任
に
関
す
る
陳
情
－
不
採
択
1

●
低
所
得
者
の
生
活
を
守
る
た
め
の
決
犠
を

要
請
す
る
請
願
－
採
択
－

　
区
長
公
選
に
関
す
る
件

　
住
居
衰
示
特
別
委
員
会
処
理
分

●
住
居
表
示
実
施
に
関
す
る
請
願
へ
三
宿
町
、

F
代
田
町
）
　
三
件
ー
取
下
承
認
1

●
新
町
区
域
案
に
対
す
る
請
願
ー
不
採
択
1

第
二
回
定
例
会
議
決
分

　
建
設
委
員
会
処
理
分

●
夏
季
手
当
等
に
関
す
る
請
願
〔
失
対
労
務

者
）
三
件
－
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
〉
　
他
区
と
の
均
衡
と
事
情
を
勘

　
案
し
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
請
願
の
趣
旨

　
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

　
文
教
委
員
会
処
理
分

●
世
田
谷
区
内
の
公
立
中
学
校
に
勤
務
す
る

非
常
勤
講
師
の
生
活
不
安
解
消
に
関
す
る
請

願
ー
採
択
1
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